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V238a 宇宙可視光背景放射観測 6U衛星VERTECS：ミッション概要
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宇宙可視光背景放射は、銀河系外からの全ての可視光放射を視線積分した拡散放射であり、天体形成史の大局的
な研究における重要な観測量である。近赤外の宇宙背景放射には、系外銀河の積算光の数倍明るい未知なる放射成
分が測定されており、その起源天体の候補として初代星や銀河ハロー浮遊星が提案されている。これらの天体は
可視光波長で異なる放射スペクトル形状と空間ゆらぎを示すため、宇宙可視光背景放射の広視野観測によって起
源天体の寄与を区別できる。そこで我々は、全視野角 6◦ × 6◦の広視野望遠鏡を搭載した 6Uサイズの超小型衛星
VERTECS(Visible Extragalactic background RadiaTion Exploration by CubeSat)によって、波長 400-700 nm
での宇宙可視光背景放射を 1年に渡り継続的に撮像観測するプロジェクトを進めている。観測装置は、2Uサイズ
の望遠鏡・レンズ光学系と 1Uサイズのカメラモジュールから構成され、検出器前面に異なるバンドパスフィルタ
を配置して 4波長帯でそれぞれ 3◦ × 3◦の撮像観測を行う。CMOSセンサは暗電流の寄与を低減するため-5℃に
冷却し、10 nW m−2 sr−1レベルの表面輝度を高 SNR(> 10)で検出することを目指す。本講演では、VERTECS
ミッションの学術的背景や科学目的、要求仕様、開発状況について報告する。


